
2009-03-09(月) 

■芯なしトイレットペーパー 

 

先日、とある区の環境団体事務所を訪れた時に、 

トイレットペーパーが目に止まりました。 

 

区内で回収された古紙を 100％原料として、 

トイレットペーパーを作成し、販売しているのです。 

 

｢地産地消」という訳ですね。 

 

手にとってみると、それは芯があるタイプでした。 

 

私がいつも買っているのは芯なしタイプ。 

 

ごみとなる芯がないのを売りにしています。 

そして芯がない分長く使えて、ストックするのに場所を取らないとも。 

 

で聞いて見ました。 

｢これ、芯があるタイプなんですね？」 

 

｢そうなの。 

芯がないタイプは、作る時にエネルギーが余計にかかることがわかって。 

芯はまた紙にすればいいのよ。」 

 

知らなかった！ 

環境については知らないこと・わからないことがいっぱいあるし、 

毎日の生活で何を選ぶのか、本当に難しいとつくづく実感した次第です。 

 

(赤い 12番） 


